
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
蔵
堂
組
勝
敬
寺
門
徒 

山
岡 

重
雄 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
月
）
～
二
十
一
日
（
火
） 

会 

場 

弥
彦
温
泉
四
季
の
宿 

み
の
や
（
百
四
名
参
加
） 

講 

師 

松
本 

紹
圭 

さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
「
お
寺
の
未
来
」
理
事
・
東
京
教
区
芝
組
光 

明
寺
衆
徒
） 

 

「
お
寺
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
お
寺
の
未
来
」
理
事
の
松
本
紹
圭
さ

ん
を
講
師
に
む
か
え
て
、
地
蔵
堂
組
主
管
に
て
門
徒
総
代
研
修
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
組
・
各
寺
院
よ
り
百
名
を
超
え
る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

研
修
会
で
は
、
ご
講
師
自
身
の
経
験
や
活
動
、「
未
来
の
住
職
塾
」
を
開
く
に
至
っ
た
経

緯
と
考
え
方
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
与
え
ら
れ
た
あ
る
べ
き
お

寺
像
で
は
な
く
、
な
り
た
い
お
寺
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
え
る
と
い
う
お

話
か
ら
、
「
あ
な
た
の
お
寺
の
十
年
後
、
二
十
年
後
は
ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
」 

「
あ
な
た
の
お
寺
で
は
何
を
大
事
に
し
て
、
何
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」

と
い
う
二
つ
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
班
別
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
は
、
将
来
の
こ
と
、
ま
た
は
お
寺
で
何
が
大
事
か
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
が
な
く
、
た
だ
行
事
に
は

必
ず
参
加
し
て
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と
思
う
ば
か
り
で
し
た
。
ご
講
師
の
お
話
を
聞
き
、

ま
た
大
勢
の
参
加
者
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
事
で
、
今
の
お
寺
の
有
様
を
あ
ら
た

め
て
じ
っ
く
り
と
考
え
、
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

お
寺
を
目
指
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
の
も
と
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
る
ご
住
職
や
ご
門
徒
の
方
々
の
お
話
を
た
く
さ
ん
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

う
し
た
方
々
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
ご
縁
で
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
得
た
も
の
や
考
え
た
事
を
忘
れ
ず
に
、
一
歩
一
歩
と
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去
る
九
月
四
日
、
同
朋
部
会
と
寺
院
女
性
会
連
盟
の
共
催
と
い
う
形
で
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
に
関
す
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
と
し
て
、
連
合
県
央
地
域
協
議
会
特
別
役
員
・
連
合
新
潟
組
織
担
当
の
佐

藤
春
夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、
苦
し
め
る
こ
と
、
悩
ま
せ
る
こ
と
、

迷
惑
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
定
義
の
押
さ
え
か
ら
、
ご
自
身
が
関
わ
ら
れ
た
実
例

を
交
え
つ
つ
臨
場
感
の
あ
る
お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

人
権
侵
害
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」「
無
関
係
の
人
間
は
い
な
い
」
そ
し
て
「
学
び

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。
こ
の
私
自
身
が
、
い
つ

何
時
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ 

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
研
修
会
報
告
』 

同
朋
部
会
委
員 

三
条
組
大
音
寺
衆
徒 

黒
川 

宣
行 

日 
時 

平
成
二
十
九
年
九
月
四
日(

月)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 
本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
四
十
名
） 

講 

師 
佐
藤 

春
夫
さ
ん(

連
合
県
央
地
域
協
議
会
特
別
役
員
・
連
合
新
潟
組
織
担
当) 

教
区
仏
婦
連
盟
重
点
項
目
「
聞
法
に
つ
と
め
る
・
・
・
浄
土
真
宗
は
聞
法
が
大

切
で
す
。
積
極
的
に
ご
法
話
を
聴
聞
し
ま
し
ょ
う
」
に
則
し
て
、
浄
土
真
宗
の
み

教
え
を
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
楽
し
く
学

ぶ
事
が
で
き
て
、
非
常
に
良
か
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
部
の
講
談
『
若
き
日
の
親
鸞
聖
人
』
は
親
鸞
聖
人
の
お
得
度
か
ら
六
角
堂

で
の
夢
告
、『
信

行

し
ん
ぎ
ょ
う

両
座

り
ょ
う
ざ

』（
本
願
を
信
じ
る
一
念
に
浄
土
往
生
が
定
ま
る
の
か
、

念
仏
の
行
を
励
む
功
徳
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
が
定
ま
る
の
か
座
を
分
け
た
出
来

事
）
や
『
信
心
諍
論

し
ん
じ
ん
じ
ょ
う
ろ
ん

』（
親
鸞
聖
人
の
信
心
と
源
空
聖
人
の
信
心
は
同
じ
な
の
か

違
う
の
か
と
い
う
論
争
）
な
ど
御
伝
鈔

ご
で
ん
し
ょ
う

の
内
容
に
則
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

の
講
談
で
し
た
。
第
一
部
と
第
二
部
の
間
に
歌
も
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
し

ん
ら
ん
さ
ま
」
の
仏
教
讃
歌
に
続
い
て
、
ご
自
身
の
歌
「
長
崎
の
鐘
」
で
は
平
和

へ
の
願
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
第
二
部
『
親
鸞
聖
人
の
妻
・
恵 

仏
教
婦
人
会
連
盟
「
実
践
運
動
」
研
修
会 

講
談
『
若
き
日
の
親
鸞
聖
人
』『
親
鸞
聖
人
の
妻
・
恵
信
尼
様
』 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
十
月
七
日(

土)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
七
十
名
） 

講 

師 

旭
堂 

さ
く
ら 

さ
ん
（
講
談
師
・
浪
曲
師
・
歌
手
） 

気
付
い
て
い
く
た
め
、
防
い
で
い
く
た
め
に
は

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
う
こ
と
な
く
、

学
び
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
教
区
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
連
な
る
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た
研
修
会
を
開
催

し
、
誰
で
あ
っ
て
も
共
々
に
学
び
を
深
め
続
け

て
い
く
こ
と
が
御
同
朋
の
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
上
で
大
切
だ
と
感
じ
る
こ
と
で

し
た
。 

 

信
尼
様
』
は
実
話
で
は

な
く
創
作
さ
れ
た
内
容

で
し
た
が
、
恵
信
尼
様

の
慈
愛
に
満
ち
た
人
柄

や
夫
婦
と
も
に
お
互
い

を
観
音
菩
薩
の
化
身
と

思
い
、
敬
い
合
い
な
が

ら
過
ご
さ
れ
た
と
い
う

よ
う
な
「
念
仏
者
の
生

き
方
」
を
思
わ
せ
る
内

容
で
し
た
。 
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「
十
人
十
色
の
輝
き
」 巻

組
妙
光
寺
住
職 

井
上 

慶
永 

 

『
阿
弥
陀

あ

み

だ

経
き
ょ
う

』
の
中
に
、
四
色
の
蓮
華
が
咲
い
て
い
る
と
示
さ

れ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
蓮
華
が
「

青

色

し
ょ
う
し
き

青

光

し
ょ
う
こ
う

・
黄

色

お
う
し
き

黄

光

お
う
こ
う

・

赤

色

し
ゃ
く
し
き

赤

光

し
ゃ
っ
こ
う

・

白

色

び
ゃ
く
し
き

白

光

び
ゃ
っ
こ
う

」
と
輝
い
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。
一
見
当
た
り
前
の
こ
と
に
思
え
ま
す
。
青
が
青
く
輝

く
の
は
当
た
り
前
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
世
界
は
そ
う
な
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。 

十
人
十
色
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
に
は
個
性
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
個
性
を
輝
か
せ
て
暮
ら
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
物
事
を
う

ま
く
運
ぶ
た
め
に
立
場
の
強
い
人
の
色
に
染
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
も
あ
り
ま
す
。 

逆
に
自
分
の
立
場
が
強
い
と
周
り
の
人
を
自
分
の
色
に
染
め
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
お
互
い
苦
悩
を
深
め
て
い
る

の
で
す
。
で
も
、
仏
様
は
「
お
互
い
の
色
を
認
め
て
こ
そ
、
自
分
の

色
も
輝
け
る
の
だ
よ
」
と
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。
青
黄
赤
は
色
の
三

原
色
で
、
こ
の
三
色
を
混
ぜ
る
こ
と
で 

「
第
二
十
二
回
全
国
仏
教
壮
年
東
北
大
会
に
参
加
し
て
」 

   

新
潟
教
区
仏
教
壮
年
連
盟
理
事
長 

平
澤 

茂
則 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
日(

土)

十
三
時
三
十
分
～
十
七
時 

テ
ー
マ 

「
と
も
に
い
の
ち
輝
く
朋
友
の
笑
顔
」 

三
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
仏
壮
の
全
国
大
会
が
、
九
月
二
日
仙
台

市
の
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
、
ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
、
全
国

か
ら
千
三
百
人
が
集
結
。
「
と
も
に
い
の
ち
輝
く
朋
友
の
笑
顔
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
熱
気
に
満
ち
た
一
日
を
共
有
し
ま
し
た
。
新
潟
教
区

か
ら
は
総
勢
二
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
地
元
宮
城
野
区
・
専
能
寺
の
足
利
一
之
さ
ん

が
被
災
か
ら
復
興
に
至
る
支
援
の
数
々
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
次

回
は
三
年
後
、
備
後
教
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
伝
灯
奉
告
法
要
御
満
座
の
ご
消
息
披
露 

総
局
巡
回
・
新
潟
教
区
公
聴
会
」
報
告 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日(

水)

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
四
十
二
名
） 

第
一
部
で
は
阿
部
慶
一
総
務
よ
り
伝
灯
奉
告
法
要
御
満
座
の
ご
消
息
披
露
と
伝
達
が

行
わ
れ
、
特
命
布
教
使
に
よ
る
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
『
ご
親
教

「
念
仏
者
の
生
き
方
」
に
学
ぶ
』
と
題
し
た
講
義
、
伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て
映
像
を

交
え
て
振
り
返
り
ま
し
た
。
「平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」
に
つ
い
て
の
報
告
で
は
、
こ

れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
平
和
の
定
義
・
平
和
へ
の
貢
献
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
①
災
害
対
策
金
庫
の
新
た
な
原
資
、
②
次
期
「
実
践
運
動
」
総
合
基
本
計
画
・
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
改
定
、
③
十
年
、
二
十
年
後
の
日
本
社
会
で
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
・

寺
院
像
の
三
点
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
全
体
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

全
て
の
色
が
表
現
で
き
ま
す
。 

白
は
全
て
の
色
を
受
け
入
れ
ま
す
。
全

て
の
個
性
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
世
界
・
お

浄
土
か
ら
届
く
真
実
の
は
た
ら
き
を
拠よ

り
所
（
宗
）
に
し
て
、
お
互
い
の
個
性
を

認
め
あ
え
る
日
暮
ら
し
を
送
り
た
い
も

の
で
す
ね
。 
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〇
今
後
の
予
定 

ご
関
係
の
皆
様
の
、
多
く
の
ご
参
拝
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 

 ・
新
潟
別
院
除
夜
会
・
元
旦
会 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
（
日
）
二
十
三
時
～
除
夜
会 

 
 

 
 

 

平
成 

三
十
年 

一
月 

 

一
日
（
月
） 

 

七
時
～
元
旦
会 

・
布
教
団
研
修
会 

 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

一
月
二
十
二
日
（
月
）
十
四
時
三
十
分
～ 

テ
ー
マ 

 

「
年
忌
法
要
に
お
け
る
法
話
の
組
み
立
て
方
」 

講 

師 
 

安
方 

哲
爾 

さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
大
阪
教
区
） 

・
真
宗
教
団
連
合
寺
院
研
修
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

一
月
二
十
三
日
（
火
）
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分 

テ
ー
マ 

 

「
寺
院
活
性
化
に
向
け
て
～
活
動
事
例
に
学
ぶ
～
」 

講 

師 
 

坂
原 

英
見 

さ
ん(

本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
員) 

 
 

・「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
推
進
研
修
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

一
月
三
十
一
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分
～ 

講 

師 
 

中
島 

清
志 

さ
ん(

一
般
財
団
法
人
同
和
教
育
振
興
会
研
究
員) 

テ
ー
マ 

 

「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
並
び
に
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て
」 

・
連
研
履
修
者
研
修
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

二
月 

十
八
日
（
日
） 

・
得
度
習
礼
講
習
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月 

 

三
日
（
土
） 

・
真
宗
教
団
連
合
公
開
講
演
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月 

 

七
日
（
水
） 

講 

師 
 

安
藤 

け
い
一 

さ
ん
（
新
潟
教
区
福
勝
寺
衆
徒
・
人
形
遣
い
） 

・
仏
教
青
年
連
盟
「
教
区
の
集
い
」 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月 

 

十
日
（
土
） 

・
本
願
寺
新
潟
別
院
「
ど
ん
と
こ
い
フ
ェ
ス
タ
」 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月
二
十
五
日
（
日
）
十
五
時
三
十
分
～ 

会 
場 

 

本
願
寺
新
潟
別
院 

 
 

内 

容 
 

法
話
・
太
鼓
の
演
奏
・
ラ
イ
ブ
・
夕
食
交
流
会
等 

人
が
「
飛
入
勝
手
」
の
張
り
紙
を
盾
に
取
っ

て
土
俵
に
上
が
り
、
相
手
に
な
る
草
相
撲
力

士
が
居
な
か
っ
た
た
め
、
勝
ち
力
士
の
決
ま

り
だ
と
言
っ
て
資
金
を
集
め
た
木
戸
銭
箱
を

強
奪
し
ま
し
た
。 

群
衆
は
怒
り
、
村
役
人
の
制
止
も
聞
か
ず

乱
闘
に
な
り
、
角
文
字
は
撲
殺
さ
れ
、
四
海

波
は
逃
げ
て
訴
え
出
た
の
で
す
。 

こ
れ
に
よ
り
地
元
か
ら
数
十
名
が
江
戸
へ

召
喚
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
側
に
非
な
し
と

の
判
決
を
受
け
ま
し
た
。
明
治
八
年
、
永
了

寺
第
十
三
世
住
職
宗
仁
の
時
、
騒
動
時
に
被

告
人
に
擬
せ
ら
れ
た
う
ち
の
一
人
、
小
川
五

平
の
子
孫
、
六
代
目
五
平
が
騒
動
後
百
年
を

機
に
、
角
文
字
を
埋
葬
し
た
と
思
わ
れ
る
場

所
に
墓
石
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

寺
院
巡
り 

 
 

地
蔵
堂
組 

永
了
寺 

住
所 

燕
市
新
堀
二
一
三
七 

電
話 

〇
二
五
六
ー
九
八
ー
二
三
四
〇 

 

永
了
寺
は
、
一
四
一
八
（
応
永
二
十
五
）
年
草
創
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
四
世

住
職
円
什
の
時
「
越
後
相
撲
騒
動
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。
寺
の
向
拝
新
築
の
た
め
、
そ

の
資
金
集
め
に
と
草
相
撲
を
催
す
計
画
が
立
て
ら
れ
、
近
隣
か
ら
多
く
の
見
物
人
が
詰

め
か
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
江
戸
相
撲
の
力
士
、
角
文
字
と
四
海
波
の
両 

ラ
ジ
オ
法
話 

 
 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。 

（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 


